
建設リサイクル法対象工事の契約締結の事務手続きについて（落札者様へ） 

                                       

 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）の「対象建設工事」については、 

以下の流れに沿って、契約締結の事務手続きをしてください。 

期 日 手続きの内容（業者への説明内容） 

入札日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 書類の作成 
 落札後、下記の書類を作成してください。 

書類名 枚数 

建設リサイクル法第１２条に基づく説明書（１２条説明書）  １ 

別表「分別解体等の計画書」、工程表  １ 

建設リサイクル法第１３条に基づく書面（１３条書面）  ２ 

 

＜作成上の注意＞ 

 ●建設リサイクル法第１２条に基づく説明書、及び別表「分別解体等の計画書」、工程表 

   ・日付は、工事担当者に提出する日とする。 

   ・別表の記入方法の問い合わせ先：工事担当者 

 ●建設リサイクル法第１３条に基づく書面 

   「分別解体等の方法（工程ごとの作業内容及び解体方法）」 

   ・別表の「工程ごとの作業内容及び解体方法」の欄と同内容を記載する。 

   「再資源化をする施設の名称及び所在地」 

   ・落札者が予定している施設名称等を記入し、特定建設資材廃棄物の種類により 

    受入れ先が異なる場合は、種類ごとに記入する。 

   ・廃棄物のうち、コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材、アス 

    ファルト・コンクリートについてのみ記載する。 

   「解体工事に要する費用」及び「再資源化等に要する費用」 

   ・請負人の見積金額（直接工事費）を記入する。 

   ・実際に要する費用が、ここに記載された金額と異なったとしても、請負代金額は原 

    則として変更しない（設計変更・数量変更等、契約書所定の請負代金額の変更事由 

    に該当する場合を除く）。 

 

②工事担当者に書類を提出 

 １２条説明書及び別表を１部、１３条書面を２部、工事担当者に入札日翌週の火曜日ま

でに提出してください。 

 

 

 

 

③契約書の作成 

（１）書類の内容確認後、工事担当者から連絡がありますので１３条書面を受け取ってく

ださい。 

（２）確認印のある返却された書類を契約書の２枚目に綴ってください。 

契約日 

④契約担当者に書類を提出 

 １３条書面を綴った契約書（２部）を、その他の書類とともに契約担当者に提出してくだ

さい。 

リサイクル化 

完了後 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤書類の作成、工事担当者に書類を提出 

 リサイクル化完了後、下記の書類を作成し、工事担当者へ提出してください。 

書類名 枚数 

建設リサイクル法第１８条に基づく報告書（１８条報告書）  １ 

様式１ 再生資源利用実施書（建設資材を搬入した場合）  １ 

様式２ 再生資源利用促進実施書（建設副産物を搬出した場合）  １ 

※「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」関する様式は、国土交通省のホームページか

ら入手できます。http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/recycle/refrm.htm 

＜作成上の注意＞ 

 特定建設資材のみでなく、当該工事で使用した建設資材及び当該工事で発生した建設副

産物すべてについて記入すること。 


